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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 2 月 1 1 日 ( 2 0 2 3 . 1 2 . 1 1 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 2 0 2 3 4 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 0 8 9 7 3 ( P 2 0 2 3 - 5 0 8 9 7 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｌ 3 3 / 2 0 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｌ 3 3 / 3 2 ( 2 0 1 0 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｌ 3 3 / 2 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｌ 3 3 / 3 2 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 9 月 1 5 日 ( 2 0 2 3 . 9 . 1 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 保 護 メ サ 構 造 部 は 、 発 光 メ サ 構 造 部 と 同 じ 層 構 成 で あ っ て も よ い た め 、 製 造 プ ロ セ  
ス に 追 加 の プ ロ セ ス を 生 じ さ せ る こ と な く 長 寿 命 化 を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 点 か ら 好  
ま し い 場 合 が あ る 。
　 以 下 、 図 １ Ａ 及 び 図 １ Ｂ を 参 照 し て 、 紫 外 線 発 光 素 子 １ の 具 体 的 な 構 成 例 を 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 平 面 視 に お い て 、 保 護 メ サ 構 造 部 ２ ３ の 一 部 の 端 部 が 基 板 １ ０ の 一 部 の 端 部 と 重 複 す る  
、 す な わ ち 保 護 メ サ 構 造 部 ２ ３ の 側 面 が 基 板 １ ０ の 側 面 と 略 同 一 面 内 に 配 置 さ れ る こ と が  
好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 保 護 メ サ 構 造 部 ２ ３ が 第 １ の 第 １ 導 電 型 半 導 体 層 ２ １ を チ  
ッ プ 外 周 部 ま で 覆 う こ と が で き 、 第 １ の 第 １ 導 電 型 半 導 体 層 ２ １ 上 の 広 い 領 域 を 保 護 す る  
こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 １ の 第 １ 導 電 型 半 導 体 層 ２ １ の Ａ ｌ 組 成 比 が 高 い 場 合 、 第 １ の  
第 １ 導 電 型 半 導 体 層 ２ １ が 劣 化 し や す い 傾 向 に あ る 。 し か し な が ら 、 最 上 層 で あ る 第 ２ の  
第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ３ ３ の Ａ ｌ 組 成 が 低 く 、 劣 化 し に く い 保 護 メ サ 構 造 部 ２ ３ で 保 護 さ  
れ る こ と に よ り 、 第 １ の 第 １ 導 電 型 半 導 体 層 ２ １ の 露 出 面 積 を 減 少 さ せ て 第 １ の 第 １ 導 電  
型 半 導 体 層 ２ １ の 劣 化 を 抑 制 し 、 よ り 長 寿 命 の 紫 外 線 発 光 素 子 １ が 実 現 で き る 。 な お 、 「  
重 複 」 と は 、 平 面 視 に お い て 保 護 メ サ 構 造 部 ２ ３ の 端 部 の 一 部 と 基 板 １ ０ の 端 部 の ず れ が  
２ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を い う 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
＜ 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ＞
　 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 は 、 第 １ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ２ ３ お よ び 第 ２ の 第 ２ 導 電 型 半 導  



10

20

30

40

50

JP WO2022/202342 A5 2023.12.11(2)

体 層 ２ ３ ３ を 含 む 。
　 図 １ Ｂ に 示 す よ う に 、 第 １ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ２ ３ は 、 第 １ の 量 子 井 戸 層 ２ ２ ２ 上  
に 直 接 形 成 さ れ 、 第 ２ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ３ ３ は 、 第 ２ の 量 子 井 戸 層 ２ ３ ２ 上 に 直 接  
形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ２ ３ は 、 第 ３ の 第 １ 導 電 型 半 導 体 層  
２ ３ １ 上 に 設 け ら れ た 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 以 外 の 層 の 上 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。 具 体 的  
に は 、 第 １ の 量 子 井 戸 層 ２ ２ ２ 上 に 構 成 元 素 の 比 率 が 連 続 的 ま た は 離 散 的 に 変 化 す る 傾 斜  
組 成 層 （ 不 図 示 ） が 設 け ら れ 、 傾 斜 組 成 層 の 上 に 第 １ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ２ ３ が 設 け  
ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 同 様 に 、 第 ２ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ３ ３ が 、 第 ２ の 量 子 井 戸  
層 ２ ３ ２ 上 に 設 け ら れ た 傾 斜 組 成 層 等 の 上 に 設 け ら れ て い て も 良 い 。
　 ま た 、 傾 斜 組 成 層 と 第 １ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２ ２ ３ 又 は 第 ２ の 第 ２ 導 電 型 半 導 体 層 ２  
３ ３ と の 間 に 、 相 対 的 に バ ン ド ギ ャ ッ プ の 大 き い バ リ ア 層 を 更 に 有 し て い て も よ い 。
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